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能
代
順
一
氏
は
、
昭
和　

年
の
鹿
部
柔
道

５２

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
設
立
以
来　

年
の
長
き
に

３０

わ
た
り
、
鹿
部
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
少
年
柔
道
の
普
及
、
発
展
並
び

に
、
鹿
部
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
、
更

に
は
渡
島
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
協
議
会
長

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
は
も
と
よ
り
、
青
少
年
の

育
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月　

日（
火
）

１９

１１

鹿
部
中
学
校
に
お
い
て
、
第

２
回
の
グ
リ
ー
ン
作
戦
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
、
生
徒
た
ち
本
人
が
生
活

す
る
環
境
の
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
公
道
徳
の
大
切
さ

を
体
験
す
る
目
的
で
行
わ
れ

て
お
り
、
毎
年
春
と
秋
の
２

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

も
４
月
に
実
施
し
た
１
回
目

に
続
き
２
回
目
の
実
施
と
な

り
、
保
護
者
の
方
々
と
一
緒

に
生
徒
た
ち
も
使
い
慣
れ
な

い
鎌
等
で
一
生
懸
命
環
境
整

備
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
租
税
の
納
期
内
完
納
と
納

税
意
識
の
普
及
推
進
を
目
的
と
し
て
、
平
成　

年
度
鹿
部
町
・
鹿
部
町

１９

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
の
合
同
役
員
研
修
会
が
、
９
月
７
日
（
金
）

鹿
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
各
納
税
貯
蓄
組
合
役
員　

名
が

６０

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
先
立
ち
、
長
年
に
わ
た
り
納
期
内
完
納
と
納
税
思
想
の
高

揚
等
に
寄
与
し
た
鹿
部
漁
業
納
税
貯
蓄
組
合
副
組
合
長
の
佐
々
木
昭
さ

ん
と
宮
浜
第
一
漁
業
納
税
貯
蓄
組
合
理
事
の
松
本
滋
さ
ん
が
鹿
部
町
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
税
務
課
か
ら
平
成　

年
度
の
町
税
収
納
状
況
と
国
民
健

１８

康
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
納
付
率
は
固
定
資
産
税　
９７

％
、
町
道
民
税　

％
、
軽
自
動
車
税　

％
、
国
保
税　

％
と
な
っ
て
い

９５

９４

８７

ま
す
。

　

国
保
税
以
外
の
町
税
の
納
付
状
況
は
、
概
ね
前
年
並
み
で
推
移
し
た

も
の
の
、
国
保
税
納
付
率
は
前
年
と
比
較
し
て
約
４
％
落
ち
込
む
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
特
別
会
計
は
、
加
入
者
が
病
院
へ

か
か
る
場
合
は
国
保
税
収
入
に
よ
り
、
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
の
一
層
の

納
税
意
識
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
研
修
会
の
本
題
で
あ
る
講
演

会
に
入
り
、
渡
島
支
庁
地
域
振
興
部
納
税

課
長
の
伝
法
谷
慶
一
氏
か
ら
「
生
活
の
中

の
税
金
」と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
、
北

海
道
や
渡
島
管
内
に
お
け
る
鹿
部
町
の
位

置
づ
け
等
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
参
加
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。
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８
月　

日
（
日
）
第
１
回

２６

近
隣
市
町
少
年
柔
道
交
流
大

会
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
道
南
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
、
約
４
０
０
人
の

子
ど
も
達
が
日
頃
の
稽
古
の

成
果
を
ぶ
つ
け
合
い
、
柔
道
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を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
応
援
の
父
母
約

千
人
が
集
ま
り
熱
い
声
援
を

投
げ
か
け
ま
し
た
。
鹿
部
町

で
は
「
中
学
３
年
の
部
個
人

戦
」
で
、
渡
辺
涼
太
君
が
優

勝
、
村
田
圭
汰
君
、
西
谷
景

介
君
が
、
共
に
３
位
と
な
り

ま
し
た
。
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９
月　

日
鹿
部
ロ
イ
ヤ
ル

１４

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
鹿
部
町

敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
９
月　

日
ま
で

３０

に　

歳
に
な
ら
れ
る
方
、
７

７０
３
３
名
を
招
待
し
、
１
９
２

名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

敬
老
会
で
は
、
長
寿
・
米

寿
の
記
念
品
が
川
村
町
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
、

野
田
町
議
会
議
長
の
祝
辞
の

あ
と
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
町
内
在
住
の

方
や
団
体
か
ら
、
長
寿
を
祝

う
余
興
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
、

藤
間
会
に
よ
る
日
本
舞
踊
、

幼
稚
園
年
長
の
園
児
た
ち
に

よ
る
お
遊
戯
が
披
露
さ
れ
、

出
席
さ
れ
た
お
年
寄
り
の

方
々
は
、
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　高齢社会を迎え、鹿部町の総人口（４，７９８人、８月末）に占める老人人口（６５歳以上）の割合は２４．０％
（１，１５０人）で、この内７０歳以上の方は、６３．１％（７２６人）を占めています。
　●　長寿者（数え年９０歳以上）４７名　※大正７年９月３０日までに生まれた人　
　●　米寿者（数え年８８歳以上）１６名
　　　町内最高高齢者は、玉野與三郎さん（９７歳）と、
　　　　　　　　　　　　熊川　ツヨさん（９７歳）です。
　　　くれぐれもお体には十分気をつけて、いつまでもお元気で長生きしてください。
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　子どもが意識して歯ブラシをゴシゴシと動かせるようになるのは、乳歯が生えそろった３歳く
らいからです。
　その頃になったら、お父さんお母さんがお手本になって、「前歯」「奥歯」などと指示をしてあ
げるとある程度みがけるようになるので、毎日少しずつ練習しましょう。
　
��������	
　　　１）唇を横に広げて「イー」と前歯をかみ合わせた状態で前歯の表面をみがく。
　　　２）口を大きく開けて、下の奥歯のかみあわせ面と溝→裏側→上の奥歯のかみ合わせ面と

溝→裏側の順にみがく。
　　　３）そのまま前歯の裏側をみがく。
　　　４）また、元に戻って「イー」と前歯をかみあわせた状態で奥歯の外側をみがく。
　　���
　　　　子どもがきちんとみがけるようになるのは、小学校の中学年頃です。小学校の低学年の

うちは１日１回は仕上げみがきをしてあげましょう。

��������	
����
　　　①スクラッビング法　　　　　　　　　　　②フォーンズ法
　　　　歯に対して垂直（裏側は斜め）に　　　　　小さい円を描くようにみがく
　　　　歯ブラシをあて小刻みに動かす

　　　　※６歳前の子どもは、あまり方法にはとらわれず、ほうきでゴミを履きだすようにゴシ
ゴシみがけばＯＫです。

��������	

　　　子どもに歯ブラシを渡すと、すぐに噛んで毛が開いてしまいます

ので、仕上げみがき用と子どもに渡す用の２本の歯ブラシを用意し
ましょう。

　　　子ども用は好きなキャラクターがついていたりして、気に入って
いる歯ブラシならどんなものでも良いです。

　　　仕上げみがき用は、歯垢がとれないと困りますので、みがきやす
いヘッドの小さい物を選び、歯ブラシを後ろから見て毛が横にはみ
出ていないような歯ブラシを使うようにしましょう。「０から３歳
用」のような表示の「幼児用」の歯ブラシはグリップが短く、ヘッ
ドの部分が大きすぎますので、「仕上げみがき用」を選ぶと良いでし
ょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回は、大人の歯みがきのポイントについて紹介します。
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　今年度から医療機関における個別乳がん検診を実施します。乳がんは年々増加しており、女性のがん罹
患率は乳がんが第１位となっています。乳がんの早期発見には検診が有効な手段となりますので、是非、
検診を受けましょう。

������　　　満４０歳以上の女性　定員４０名
　　　　　　　　　ただし、乳がん検診は２年に一度の検診となりますので、今年度は西暦で奇数年生ま

れの方が対象となります。
������　　　平成１９年１０月１５日～平成２０年３月３１日
　　　　　　　　　検診日については、各医療機関との調整となりますので、申し込み時にご確認下さい。
������　　　函館中央病院及び函館五稜郭病院
������

��������	　　平成１９年１０月１５日から平成２０年３月１５日までの間、随時、申し込みを受け付けま
す。尚、定員になり次第締め切りとしますのでご了承下さい。

　　　　　　　　　　　役場　民生課　保健推進係（℡７－５２９０）

�������	
������
　今月は「鮭」を使った料理を紹介します。
　鮭は良質のたんぱく質が豊富です。ＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）やＥＰＡ（エイコサペンタエン
酸）も多く含まれており、これらの脂肪酸は学習能力・記憶能力の向上、動脈硬化や心筋梗塞・糖尿
病など生活習慣病の予防に効果があると言われています。高血圧を予防するカリウムや骨を丈夫にす
るリンなどのミネラルも豊富で、皮膚によいビタミンも豊富です。また、鮭の皮にはコラーゲンが豊
富で老化防止に効果があります。

�������	
��
　○生鮭…　　２４０ｇ　○塩…　　　　　１．５ｇ　○もめん豆腐…２２５ｇ
　○しょうゆ…大さじ１　○ひじき（乾燥）…　６ｇ　○サラダ油…　大さじ１
　○長ネギ…　１本　　　○生姜（すりおろしたもの）…小さじ１と１／２

�����
　①　豆腐は水気を切る。
　②　ヒジキはさっと洗い、たっぷりの水に１０～１５分ひたしてもどし、水を切る。
　③　長ネギはみじん切り、生姜はすりおろす。
　④　鮭は皮を取り除きフードプロセッサーですり身にするか、包丁できざみたたく。
　⑤　ボールに①～④・塩・しょうゆを加え手でよく練り混ぜて１２等分にし、小判型に丸める。
　⑥　フライパンにサラダ油をひき、中火で両面を焼く。

�������	
��

函館五稜郭病院函館中央病院

視触診及びマンモグラフィー２方向撮影

４０歳～４９歳の方
視触診及びマンモグラフィー２方向撮影
５０歳以上の方
視触診及びマンモグラフィー１方向撮影

検査内容

２，２００円

４０歳～４９歳の方
　　　　　　　　　２，２００円
５０歳以上の方
　　　　　　　　　２，０００円

検査料金

但し、生活保護世帯及び満７０歳以上の方は無料です。

午前８時午前１０時４５分検査受付時間

２０名２０名定　　員
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　平成１８年４月に施行された高齢者虐待防止法では、「高齢者」とは６５歳以上の者と定義され、高齢者虐
待を　①養護者による虐待　②養介護施設従事者等による虐待に分けています。高齢者虐待の対応や相談
窓口は、市町村、又は地域包括支援センターが行うこととなっています。
　高齢者の虐待は、当事者に自覚がなかったり、虐待を受けている高齢者が家族などに遠慮していたりす
ることなどから、周囲には見えにくいものです。また、他者が口を出しにくいということもあります。し
かし、虐待を止めることは虐待をしている養護者のためにも必要なことです。迷った時は、地域包括支援
センターに相談してみましょう。

　◆　電話相談・連絡先
　　　鹿部町役場民生課内　地域包括支援センター　電話　７－５２９０
　◆　関連機関
　　　北海道社会福祉協議会　北海道高齢者総合相談・虐待防止センター
　　　電話　０１１－２５１－２５２５
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３５，４７４１．６さんま９４，４６６０．８すけそ
５５２，９９７１．７はたはた３５，６０１，３０４５３．６たこ
５０，８２４１．２さば１，２９８，４５４３．６さけ

１，０２６，６９３４．９福来３１５０．１ます
１，６１９，０７３５．４北寄貝１，７４０，１６５１８．７いか
２，６６９，５３４１．５まぐろ３，９１９，０８１１０．５かれい
１７３，９５５１．４たら９２２，４４４１．６油子

８，９８０，１２３８２．６つぶ１５０，９４５０．４黒そい
２，７７２，７７７１．４えび１，１５５，０７８３．６ほっけ
１７９，９２９７．９いわし８３，４３４０．２がや

１，０６６，２３６２．９その他魚類２９，１３２１．８かじか
７６５，１２９０．４平目
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北
海
道
内
に
お
い
て
も
、
多

数
件
の
ト
ラ
ブ
ル
、
被
害
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
業
者
の
手
口
は
、
義
務
化
に

な
り
取
り
付
け
な
い
と
罰
則
が

あ
る
と
脅
か
す
、
消
防
署
か
ら

の
依
頼
を
装
う
、
契
約
業
者
か

ら
の
依
頼
を
装
う
等
、
言
葉
巧

み
に
購
入
さ
せ
る
よ
う
求
め
て

き
ま
す
の
で
、
取
付
け
を
依
頼

し
た
り
、
契
約
書
等
の
書
類
に

サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
て
も
、
不

審
な
場
合
は
く
れ
ぐ
れ
も
サ
イ

ン
し
な
い
よ
う
に
し
、
普
段
家

に
居
る
方
に
日
頃
か
ら
注
意
を

呼
び
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
警
報
器
の
購
入
を
迫
ら

れ
た
り
、
訪
問
者
を
不
審
に
思

っ
た
場
合
は
消
防
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

警
報
器
は
、
既
存
住
宅
で
は

平
成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
設

２３

置
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ

鹿
部
消
防
署

� � � � � � �
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気
象
庁
で
は　

月
１
日
か
ら

１０

「
緊
急
地
震
速
報
」
の
情
報
提

供
を
開
始
し
ま
す
。
緊
急
地
震

速
報
と
は
、「
最
大
震
度
５
弱

以
上
の
大
き
な
地
震
が
発
生
し

た
時
、
強
い
揺
れ
が
来
る
前
に

『
震
度
４
以
上
の
強
い
揺
れ
の

地
域
名
』
を
お
知
ら
せ
す
る
」

も
の
で
、
地
震
の
予
知
情
報
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
情
報
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
を
通
し
て

皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

情
報
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
強

い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は

震
源
に
よ
り
異
な
り
、
数
秒
か

ら
数
十
秒
程
度
で
、
震
源
が
近

い
場
合
は
強
い
揺
れ
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

情
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、

屋
内
で
は
頭
を
保
護
し
て
机
の

下
に
隠
れ
る
、
自
動
車
運
転
中

は
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ず
に
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
て

ゆ
っ
く
り
停
止
す
る
な
ど
、
状

況
に
応
じ
て
「
慌
て
ず
に
、
こ

れ
ま
で
地
震
で
強
い
揺
れ
が
あ

っ
た
時
」
の
対
応
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
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渡
島
支
庁
で
は
、
新
函
館

（
仮
称
）
駅
の
機
能
に
つ
い
て
、

学
識
経
験
者
な
ど
を
交
え
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、「
新
函
館
（
仮
称
）
駅
に

望
む
も
の
」
に
つ
い
て
、
ご
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

１　

様
式
は
自
由
で
す
。
新
函

館
（
仮
称
）
駅
や
駅
周
辺
に

望
む
役
割
や
機
能
、
あ
っ
た

ら
便
利
だ
と
思
う
施
設
な
ど

を
４
０
０
字
程
度
で
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
の

う
え
お
送
り
く
だ
さ
い
。

２　

ご
提
出
は
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
。

３　

締
切
日　

平
成　

年　

月

１９

１０

　

日
（
水
）

３１
◇
宛
先
・
お
問
合
せ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



〒
０
４
１－

８
５
５
８

　

函
館
市
美
原
４－

６－

　
１６

渡
島
支
庁
新
幹
線
推
進
室

℡
０
１
３
８－

４
７－

９
４
３
１

　

最
近
登
録
を
受
け
て
い
る
貸

金
業
者
に
よ
る
高
金
利
の
被
害

が
相
次
い
で
お
り
、
本
年
も
す

で
に
３
業
者
が
、
違
法
な
高
金

利
で
貸
付
を
行
っ
た
罪
で
逮
捕

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
聞
や
雑
誌
に
広
告
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
業
者
で
も
安
全
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
不
当
な
高
金

利
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
時
や
、

契
約
書
を
渡
さ
な
い
よ
う
な
業

者
は
利
用
せ
ず
、
道
庁
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
貸
金
業
苦
情
相
談
専

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

℡
０
１
２
０－

１－

７
８
３
７
２

◇
お
問
合
せ

・
渡
島
支
庁
商
工
労
働
観
光
課

℡
０
１
３
８－

４
７－

９
４
５
９

・
道
庁
経
済
部
商
工
局
商
工
金

　

融
課

℡
０
１
１－

２
０
４－

５
３
４
５
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な
お
、
気
象
庁
で
は
皆
様
に

緊
急
地
震
速
報
の
受
信
装
置
の

設
置
等
を
義
務
付
け
し
た
り
、

斡
旋
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
受
信
装
置
の
設

置
を
義
務
化
し
て
い
る
な
ど
と

話
す
業
者
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

函
館
海
洋
気
象
台
業
務
課

℡
０
１
３
８－

４
６－

２
２
１
１

℡
０
１
３
７
２－

７－

３
１
１
１



��������� （１０）

　

道
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
狩
猟

の
規
制
緩
和
や
捕
獲
の
効
率
化

を
図
る
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

生
息
数
が
少
な
い
道
南
地
域

で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
警
戒
心
を

弱
め
る
た
め
、
あ
え
て
可
猟
期

間
を
中
断
し
て
お
り
、
平
成　
１９

年
度
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
他
地
域
の
可
猟
期
間

と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

く
だ
さ
い
。

○
可
猟
期
間

１
回
目：

　

月　

日
〜　

月　

日

１０

２７

１１

２５

２
回
目：

　

月　

日
〜
１
月　

日

１２

１５

１４

３
回
目：

２
月
１
日
〜
２
月　

日
２９

○
捕
獲
頭
数　

制
限
な
し
（
オ

ス
は
１
人
１
日
１
頭
ま
で
）

◇
お
問
合
せ

渡
島
支
庁
地
域
振
興
部
環
境
生

活
課
自
然
環
境
係

℡
０
１
３
８－

４
７－

９
４
３
９
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子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

は
、
家
族
の
暖
か
い
愛
情
が
必

要
で
す
。

　

し
か
し
、
親
の
病
気
や
離
婚

あ
る
い
は
不
適
切
な
養
育
な
ど

色
々
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で

生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。

　

「
里
親
」
制
度
と
は
、
こ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
あ
た
た
か
い

環
境
を
与
え
、
豊
か
な
愛
情
と

理
解
に
よ
り
子
ど
も
を
養
育
す

る
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
た

制
度
で
す
。

　

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
健
康

的
で
明
る
い
家
庭
を
お
持
ち
で

あ
り
、
養
育
に
対
し
て
熱
意
の

あ
る
方（
原
則
と
し
て
ご
夫
婦
）、

里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

里
親
に
な
っ
て
み
た
い
、
も

っ
と
詳
し
い
こ
と
を
聞
い
て
み

た
い
と
お
考
え
で
し
た
ら
、
児

童
相
談
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◇
お
問
合
せ

北
海
道
函
館
児
童
相
談
所
（
北

海
道
渡
島
保
健
福
祉
事
務
所
児

童
相
談
部
）

℡
０
１
３
８－

５
４－

４
１
５
２
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���������（１１）

�������	
����
８月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
������　２００３年９月以降見られている昭和４年火口からの弱い噴気時々観測されました。
　　　　　　　噴煙の状況に特に変化はありませんでした。
������　地震活動は低調に経過しました。火山性微動は観測されませんでした。
������　ＧＰＳ連続観測では、季節変動の影響も見られますが、わずかな山体膨張を示す基線長の伸び
の傾向が引き続き認められています。
��������	
�

※　火山情報は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。
　　ＵＲＬ：�����������	
�������
������

８月７月６月５月４月３月２月１月
４３０２１４１２剣ヶ峯東地震回数（山頂火口原附近）　　

１１０００１００観測点Ａ地震回数(赤井川登山道６合目附近)

００００００００観測点Ａ微動回数(赤井川登山道６合目附近)

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

１件１件０件０件２件町　内

�������	
����

物損事故傷者数死者数発生件数

４件０人０人０件町　内
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　森警察署管内で８月中の刑法犯認知件数が前年比－７件と２ヶ月ぶりに減少しました。
　ただ、鹿部町での発生件数は前年比＋１件と増加傾向にあります。
　また、今年に入り、これまで１件の発生もなかった自動車盗が鹿部町内で発生する等、２次犯罪に使用
される可能性がある事件が発生しています。
これからも、一人ひとりが気を引き締めて、犯罪のない明るいまちづくりをしていきましょう。
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　　　　　　　　　　◎火災予防運動のお問い合わせ　鹿部消防署　予防係
　　　　　　　　　　◎合同火災演習のお問い合わせ　鹿部消防署　警防係
　　　　　　　　　　　電話：７－３３３１　ＦＡＸ：７－３３７９　������：����������	
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平成１９年８月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８２５世帯（＋４）
　男　　２，３３７ 人 （＋４）
　女　　２，４６１ 人 （＋１０）
　計　　４，７９８ 人 （＋１４）

●６５歳以上の人口 １，１５０人
　高齢化率　　　　２４．０％
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。
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